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図 1 変位計測例  






















る。図 2 は図 1 の変位 disp1 につ
いて計測された波形である。 










 図 3 の disp1 と disp2 のスペクト 
ルを比較すると、5Hz 以下では振動 
台の加速度に応じた変位の成分が見られる。disp1 には disp2 の変位量が含まれている
ため全体的に disp1 が大きな値であることがわかる。また 35Hz、60Hz 付近のスペクト
ルが顕著となっている。まず 60Hz のスペクトルはセンサやケーブルなどでひろわれる
電気ノイズであり、交流電源の周波数 60Hz が現れている。振動台内部システムは制御 
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内部加速度センサ計測値では 60Hz 付近のスペクトルが見られない。次に 35Hz 付近の
ピークについてはレーザ変位形を取り付けた鉄骨支柱の振動する周波数と考えられる。
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少し直感的に扱えるフィルタリング手法として FFT を利用するものがある。FFT で得ら
れたスペクトルの不要な部分を 0 で置き換え逆 FFT で時間信号に戻すことでもフィル
タ処理が実現できる。 
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図 4 ゲイン特性  
図 5 フィルタ処理結果  
 ここで MATLAB 関数で適当
に作成した butterworth 型













 図 5 は図 2 で示した変位















 上記では MATLAB を用いてスペクトル解析とフィルタ処理の例を示した。MATLAB は強
震応答実験室の計測システムにインストールされているものを利用している。MATLAB
はアプリケーション本体の他、信号処理系パッケージ等を付けるとそれなりに導入の
費用が必要である。そこで上記の処理を MS エクセルを用い試した。 
 エクセルの FFT 機能はデータ分析ツールで提供されており、ツールメニューより選
択できる。ツールメニューに分析ツールの表示がない場合は拡張機能をインストール
する必要がある。なおエクセルの FFT で処理できるデータ数は 4096 個までである。図
6 は図 2 の変位波形についてエクセルの FFT で得られたパワースペクトルである。図 6
のスペクトルを図 3 と比較すると、ほぼ同様の結果が得られていることがわかる。 
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図 6 エクセルによるスペクトル解析結果  
図 7 エクセルによるフィルタ処理結果  




る部分を 0 で置換し逆 FFT で時
間信号に戻すことが実際の作業
となる。周波数 fn のデータ位置
は N*fn/fs 個目となる。N はデー
タ長、fs はサンプリング周波数
である。本稿で用いたデータは
データ数が 4096 個、fs が 125Hz 
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